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というこ車で取材も滞りなく(A.∧;)終わりまし

たb眉村きみあぜ達意により､フランカーで使う

カットとし宅圭佃犀に出されていた作品の中から

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

:頚椎症について :

● C･Pの特有の筋肉の ｢緊張｣ (特に背筋 :●
● とそれに続く頚部の緊張)や､腕や手の ●●
.丁アテト ゼ｣ (不随意運動)を止めよう :
: とすることによる負担､'同じ姿勢の長時間 :

:の持続などが原因で､頚椎を圧迫し､頚椎 :

: 自体を押潰すことによって起こる症状o頚 :
･の痛み､手足の痔れ､手脚の感覚の鈍化な ▲● ●
●どがみられる｡ ●

: 療法は､物理的療法として赤外線照射､ :

:ホットパック等による筋肉に対する温熱療 :

:法､そしてそれと並行した滑車とおもりを :

:利用した頚の ｢持続牽引｣があるが､㍉最終 -:
●的には整形外科的な手術が必要になってく ●● ●
●る｡この手術は頚にメスを入れるので危険 ●
●
.が伴い､劇的に回復するか､最悪の場合､ :

:寝たきりになると言われる｡ (編集部) :●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

西村勇三さんの略歴

1945年 8月26日､生誕

1962年 関西展に入選

1964年 大阪府堺養護学故高等部卒業 (第1期生)

1966年 堺市展初入選

1967年 太平洋美術展初入選 (以後毎年)

1969年 堺市市長賞 ･堺市美術協会会員となる

初めての個展開く

1970年 太平洋美術会会友推挙

1974年 創造美術会会貞

1975年 大阪府美術家協会会員

1977年 太平洋美術会展奨励賞 ･同会会員推挙

1980年 東京銀座にて個展

1981年 12回目の個展

1982年 頚椎症による後遺症の為､歩行不能となる

現在に至る



凡ANKERNo.8 7クセシビソティ厨遠戚

アクセシビリティ関連機器のご案

データショウ793

1993年10月4日二7日 東京国際見本市会場 (晴海)商館1階

アクセシビリティコーナーより

身体隆幸着用パソコン入力装置

マウス ･エミュレータ ｢こねこの事 l

キーボー ドと同じ操作でマウスの利用ができ

る｡対応 しているパソコンはNECPC9801シリー

ズとその互換機､及び富士通のFMRシリーズの

一部｡

神奈川県総合リハビリテーションセンター

〒243-01 神奈川県厚木市七沢516

TEL:0462-49-2590

FAX:0462-49-2598

取扱先 :コベル電子(株)

〒243 厚木市船子43
TEL:0462-47-7366 0462-47-1273

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
電話応答 システム ｢うけ太 くん｣ .'●●
電話で情報を提供するシステム｡メッセージを

録音する方式ではないので､情報の管理が簡単｡

ワープロの文書を利用するので､既存のデータが :
そのまま生かせる｡ ｢やまびこ｣(注1)､ ｢校
了｣(注2)を利用すると1視覚障害者にも情報の ●
管理ができる｡受注システムにもなり､FAXとの

連携も取れる｡

(秩)言語工学研究所

〒162 東京都新宿区下宮比町2-28飯田

橋ハイタウン827

TEL:03,3235-3674

FAX:03T3235-1426

注1 同社開発の音声付FEP

注2 同社開発のエディタ

こねこの手

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●J､●●●●●キー入力補助ソフ ト 指1泰でウープ白操作｢sHLIFT･7｣ ん三;,il●
:複合キー入力を順次キー入力に変更する喪家ミ●
ニ7専用のソフト｡●●●●: PC-VANslg文豪ユーザー倶楽部●●●●
〒359 埼玉県所沢市秋津240-7

TEL:0429_93_0722 J



托ANXERNo.8 アクセシビリティ厨遠戚器のご案内

小型タブレッ トとペンコンピュータを利用 し
白 !一

弘 カシ払

手の動作範囲が限られているために､キーボー

_tl: _:'r'二 三 三 =-三三 二:-三二三 二千

ズから最小数cm四方までの範囲内で､キーボー

ドやマウスと同等の操作ができる｡入出力一体型

のLC卵 アレットや付加機器のCRTも利用でき､

障害の状空知こ応じて構成が組めるO

スイッチ を利用した
代替キ ーボー ド

●■●●●●●●●●●●●●●●

ターゲットパソコン

(本体とディスプレイ装置)

スイッチを利用 した代替キーボー ド

上肢に障害があるために標準キーボードの操作

ができない肢体不自由児(者)でも､スイッチを

使ってキーボード操作ができる｡画面に表示され

るキー配列を見ながら文字を選ぶ｡入力する際､

1-3個のスイッチが使えるので､利用者に合った

入力方法が選べる｡スイッチはミニピンジャック

を使っているので､利用者に適したスイッチを利

用者サイドで容易に作成できる｡

(財)コI/ビュータ教育開発センター

〒105 東京都虎ノ門ト23-11寺山パシ

フィックビル7F

TEL:03-3593-1802

FAX:03-3593-1806

代替キーボード

(キ-ボード)

ll キー東-ドレイアウト責示する_

[:≡≡≡= ][二三;≡≡;コ l H 目 撃 摂 引スイッチA､ー _〔⊃

発声畢帝都練-システム ｢WH19508｣

擦声:破裂声 ･鼻音 ･有声/無
声 ･構音等の発声時の特徴を複合的に抽出

して訓練できるため語音の矯正に効果があ

発声発語訓練システムイWH1-9500｣



凡ANXERNo.8､7クセシビソティ関連戯帯のご案内

手話ガイダンスプロ トタイプシステム

(試作品)

登録済みの標準の手話単語に基づいて､

コンピュータ･グラフィックスにより生成

し､手話による案内を容易に実現すること

を目的としている｡

デスク トップテレビ合法

｢DP-2Ml ､ rcAl2001

デジタル公衆回線を利用して動画像

を伝送できるデスクトップテレビ会議

システム｡リアルタイムの手話通億が

可能｡

価格 オールインタイプDP1200

¥1,350,∝氾
コンポーネントタイプ

CAI200
¥1,2(カ,∝氾

ポータブル言舌速密漁装置 (競作晶)

少 し耳の遠い方々 (高齢者や難聴

者)の聞き取 りをサポート｡入力され

た通常の音声を､あたかもゆっくり話

したようにリアルタイムで数段階の速

さに変換するOマイクから音声を入力

する他､ラジオやテープレコーダーな

どに接続して使用することができる｡

配色変更 ･画面拡大ソフ ト

DOS/Vを搭載したパソコンの画面を

拡大したり配色を変更するソフトウェ

ア｡拡大率は2倍から30倍まで設定で

きる｡配色変垂は､ある色を別の色に

変更することができる｡しかも､同時

に複数の色の変更も可能｡白内障の方

には､白地に黒の文字表示を反転表示

し､見やすくすることが可能｡

価格 制,500

手話ガイダンスプロ トタイプシステム

(上)デスク トッ

プテレビ会話

rDP-200J
(左)ポータブル

話速変換蕪置

(下 )由色変更 .

画面拡大 ソフ ト



ヱ室二才白･･fV_i川 ne｣､ ｢舶~rdPll⊥_

平成4年7月より販売される機種については､順

次入力およびキーリピート調節機能をシステムに

内蔵 ｡

手話通訳プロ ト

タイプシステム

手話通訳プロ トタイプシステム (鼓作品)

データグローブを装着 して手話の動作を行う

と､手話を認識し､規則合成された音声を出力す

るシステム｡

システム構成

頒デ-タクローブは米国 VPLResearchJnc.製｡同社の商標名です｡ :

(樵)日立製作所

〒140

東京都品川区

南大井6-27-18

日立大森第2別館

TEL:03-3763-

2411(内3384)
FAX:03-54711

2565

●●●●●∵●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｢●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
｢pMToD)による輩記通訳支援システ

A

t麿屠摩害者のt.=めの
I/5却額連立-岸システん
t従弟のOHP筆記通訳の
作業者姥を改■義
tPenTop2台による
手書き.通信システムC

RGB<SIGNAL

コンピュータ本体(正)

OHP

スクリーン

コンピュータ本体(副)

｢plnTop｣による筆記通訳支援システム

ワコムのペ ン入力 コン ピュー タ

｢penTop｣2台を接続 し､ ｢正｣筆記者
が電子ペンで講演内容 を書 き込み､

｢副｣筆記者がそれを補足 ･修正すると

いう形で､筆記通訳を支援する｡ ｢OHP
筆記通訳｣の筆記作業者にとって ｢OHP
の光がまぶしい｣､ ｢OHPの熱のため熱
い｣､また見る側にとっても ｢スクリー

ンに手の影がうつる｣などの問題を解

決｡

(樵)ワコム

〒171 東京都豊島区池袋2-47-5

TEL:03-3985-7935

FAX:03-3985-8234
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点字 システム

点字パソコン ｢TD-32C-SL｣ 9個のキーによ

り､点字文章を作成､32マスのttfンディスプレイ
と音声で出力できる｡オプションの漢字ソフトを■
使用して漢字文章の作成も可能｡

点字プリンタ ｢TP-32｣ 両面打ち点字プリン

タ ｢BPW-32｣ ドット式の墨字プリンタよりも
音が静か｡

プレイルカー ドプレイヤー ｢BCP-10｣

プレイルカー ドプレイヤー ｢BC,p-TO〕

音声を聞きながら点字を学べる｡カード

に音声の録音 と点字の表記がLであり､

カー ドをプレイヤーに挿入 して音声を聞

き､その後カードを抜き取り点字を読む｡

プレイルカー ドレコーダー ｢8CR-100J

プレイルカー ドプレイヤー｢BCP-10｣

用カード録音専用機｡

東洋ハイブリッド(樵)

〒181 東京都三鷹市野崎3-21-18
TEL:0422-32108ll



托ANKERyNo.牟 アクセシビ7)ティBg遵戯岸のご案内

FMBRAILLE

点字による入力 ･表示ソフトウェア｡パソコン

のキーポこドを点字タイプライタに見立てて入力

する機能〉と､画面上の文字を即座に点字ディスプ

レイに出力する機能を持つ｡

JB283A9-~31:bJ:A:i;:,二二

キー操作補助ユーティリティは､1本指で入力

可能にする n順次入力機能｣と､不必要な反復入

力を防ぐ ｢キーリピート制御機能｣を持つ｡キー

ボードカバーは､キーボードにかぶせる穴空きの

透明樹脂製のカバーで､手や指が震える方や､筋

力が弱い方のキーボードによる文字入力を容易に

する. ム

価格

キーボー ドカバー (ハードタイプ) ｢FMKB-

KGl｣ ¥9,800

キー操作補助ユーティリティ ｢B283A930｣

¥9,800

-26-

タ ブ レ ッ ト ･阜 - ボ ー ド ･ ドラ イJl

rB276BTIOJ

タブレット･キーボード･ドライバ町 手や指

が動かせる範囲が狭い方でも､FMTOWNS用の

タブレットを利用して､キーボー､ド入力と同等の

入力を実現するソフトウェアoタブ仁ツトに文字

盤 (テンプレート)をのせて､電子ペンで触れる

だけで､キーボードと同様に文字などの入力がで

きる｡

価格 ¥9,800

スピーチ トレー土二 日_US!SA⊥

音声分析カードとFMTOWNSのグラフィック

表示機能を組み合わせることにより､楽しく効率

的､そして､より正確な発声練習ができるように

作成されたシステム｡聴覚障害児 (者)の発音 ･

言語指導用として学校 ･医療機関で利用できる｡

価格 ¥398,000

富士通(秩)

〒100 東京都千代田区丸の内1-6-1丸の

内センタービル

TEL:03-3216-3211(代)

FAX:03-3214-1095

(左上)キーボー ドカバー (ハー ドタイプ)

｢FM【B-K67｣ (右)タブレット･キーボー ド.ド
ライバ ｢82768TIO｣ (左下)スピーチ トレーナー

｢A2763･60J



凡ANXERNo.8 7クセシビリティ厨遵機器のぎ案内

点字辞書模索 ｢亡ディックl

単語を入力すると､研究社の新英和中辞典を一

字一句忠実に点訳した膨大なデータの中からその

訳や内容がピン画面にリアルタイムに出力され

る｡一行表示のピン画面で必要な意味や情報等を

以外はピン画面上のキーでほとんど操作ができ

る｡

(社)パーソナルコンピュータユーザ利用技

術協会

〒105 東京都港区芝後援3-5-8

TEL:03-3438-1869

FAX:03-3472-3558

ノラ

音声体温計 (開発中)

視覚障害者用音声体温計｡

視覚障害者コミュニケーション推進委月会

〒609 京都市下京区室町通級小路下る
白楽天町502福井功業内

TEL:075-35ト1982

FAX:075-351-1962

上肢障害者の岬 ｢サイズと卓二

配列を変えられるキーボー ドl

大､中､小の3種類を用意｡シフトキーなどを文字キーと同時に押さなくてもいるので､片手に持つペンだ【た､縦長のキーボード､50音配列にすることも可能｡
うになって

画面上の文字群を､オートバイのハンドルを参

考にした入力装置を用いてカ｣ソルを動かし､文

字を選択するO回転操作と捻 り操作)によって､

ジョイスティックの機能をはたす｡捻り操作は左

右同時に回転するので､片手の人手も利用でき

る｡

(社)日本電子工業振興協会

視覚陸曹着用 音声読書機

+

入力は6点式キーボードで行い､墨妻から串字
への点訳や､点字から墨字への変換を自動で行え､

る｡音声で内容を確認できる｡

価格 ¥198,㈱ (当該障害者 ･関係団体 ･≡∴

ボランティア向け価格)

¥298,∝氾 (一般価格)

協同組合けんぶんろん

〒600 京都市下京区室町通綾小路下る

白楽天町502

TEL:075-344-9926

FAX:075-351-1962



凡 ANXERNo.8,キータッチに思いをこめIC

障害をもつ人にとって､パソコンとい

うのは､肢体･視覚･聴覚などの障害にい

ろいろな面での手段 として代わる道具

であるといえる｡また､障害をもった人

が就労するという意味においてもパ ソ

コンを使えるということは有効な手段へ

となってきている｡

今回､パソコンを日常使っている障害

者の方と知 り合うきっかけを得て?パソ

コンに対する考え方などをお聞きした｡

その中でいちばん多 く使われていたソ

フトはやはり『一太郎』であるo彼らの『一

太郎』に対する考え方､さらにその開発

元であるジャス トシステムへの要望な

どをうかがった(文中敬称略)0

12g_

岩宮誠さん

在宅勤務でワープロとデータベースの
データ入力を行う

まず最初にお話をうかがったのが岩

宮誠さん｡岩宮さんは脳性マヒによる四

肢痩直性マヒで脳の運動神経の部分の

障害である｡症状 としては､両手が自由

に使えない､歩行は困難で車椅子を利用

している､軽度の言語障害がある､など

である｡両手が自由に使えないというこ

とで､食事や着替えなど日常生活の多 く

の部分に介護を要している｡

- パソコンとのつき合いはいつごろ

からですか｡

若宮 :約8年ぐらい前からです｡仕事に

必要で､パソコンを始めました｡別に興

味があって覚えたわけではないのです｡

- パソコンを使いだして何か変わっ

たことはありますか｡

若き :私は足を使って文字を書 くもの

で､それまで手紙なんかめんどくさく思

ってました.シゝくら速 く書けても手で書

く人よりはかなり遅いですから｡パソコ

ンを使 うことで､手舵を善 くのが楽にな

りましたね｡筆無精ではな くなりまし

た｡それから､私は大字を中退している

のですが､その頃に今ほどOA横器が発

達 していれば､もう少 し頑張れたかな

あ､と思いますね｡

- お仕事はどういう内容ですかO

若宮 :ワープロでのデータ入力やデー

タベースを使ってのデータの処理ですO

ワープロでの仕事は手書き文章の清書

がほとんどで､データベースでの仕事は

大学の図書館の日録の作成や企業や団

体の住所録の作成などです.仕事先には1L

だいたい過 1回ぐらい行って､情報の交

換やデータのやりとりをしていますOほ

とんどは在宅での勤務です｡



凡ANXERNo.8 キータ ッチに思 いさこrめ て

- 現在 どのようなソフトをお使いで

すか｡

若宮 :ワープロとデータベースです.ワ

ープロは一太郎Ver.3とVer.4を､デー

タベースは桐を使ってます｡一太郎Ver.

5は仕事先のマシンで現在勉強中です｡

私の家のマシン(PC-9801VX､ハードデ

ィスクなし)では動 きませんから｡パソ

コン自体は仕事 として使 ってますから､

趣味的な使い方はほとんどしないです｡

ですからアプリケーションも仕事先で

使っているから自分 も使 っているわけ

で､自分にとっての選択肢はないです｡

- 一太郎 を使 うことのメリットはあ

りますか｡

若宮 :一太郎 を使っているというだけ

で仕事がもち込 まれることがあります

jaDまた､ソフトとしてよいところは､レ

イアウ ト機能が優れているところだと

思います｡ほかに辞書や短文の登録の時

に読みを数字キーに割 り付けることが

できるので､私たち障害者にとってキー

操作が楽にできます｡例えば｢拝啓二寒気

いよいよ厳 しい今 日この頃､いかがおす

ごしですか｡｣などの文を｢000｣の数
字キーで覚えさせることができるとい

うことです｡私たちにとってキー操作

は､違 う場所を押 してしまったり､意志

と反 して同じキーを何度 も押してしま

った り､なかなか難 しいことなので､こ

の機能はとても便利だと思います｡

- デメリットだと思うところはあり

ますかO

寄書 :辞書登録など､メニューの階層が

深 くて面倒 くさいです｡ショー トカット

キーを使えばよいと思われるかもしれ

ないですが､体の不自由なものにとって

ショー トカットキーはとても使いづら

し､ので､メニューから選ばざるをえない

のです｡確かに高機能になっていますの

で､階層が深 くなるのはしょうがないこ

小さい頃から足ですべてをしてきたのでキ-タッチにそれほどの苦労はないというC岩宮さんE]く｢片手でキー操作しTJ:くては
いけない人のほうがよっぽどたいへんだと思いますよ｣

ととわかっているのですが--0

- 今後､どんなものを開発してもらい

たいですかO

若宮 :一太郎に障害者のための入力支

援の機能をつけてはしいです｡コントロ

ールキーをロックする､シフトキーをロ

ックする､といったソフトは市販されて

います.私たちはそれを常監させてから

ソフトを立ちあげるのですが､ソフトに

よってはきちんと動作しなかったり､ハ

ングアップした りするものもあります｡

ですから､一太郎に最初からそのような

機能をつけてはしいですね｡

そういった機能は､もちろん一太郎に

だけでなく､OA機器などのすべての環

境において､誰でもが使えるようになれ

ばいいと思いますO障害者が使うことが

できれば健常者も必ず使えるのです｡と

ころが逆なのです｡健常者の人にあわせ

て作 ってあるので障害者が使いづらい

のです｡いちばんの弱者にあわせて作っ

ていたら誰でもが使えると思うのです

が｡ ●
岩宮さんにお話をうかがって感 じた

のは､真剣に自分のこと､仕事のことを

考えているということである｡障害者な

のだか ら､誰かが手伝 って くれるだろ

う､誰かに任せておいたらいいや､とい

う考えをもっても当然であると思う｡岩

宮さんのしっかりとした考え方には敬

服 させられた.

岩宮さんは､入力の速度が遅いのでワ

ープロの入力の仕事ではあまり賃金が

期待できないとおっしゃる｡それを補う

ためにも障害者のための入力支援の機-

能や､障害者雇用に結びつくようなソフ

トやハー ドがもっと社会に出てきたら

いいということを力説しておられた'6

また､現在仕事上でのデ｢タのやり.と′;

りや､プライベー トでのコミlAニケTLシこ‡

ヨンの十部 としてパソコン通噂を考え′_こ

ているようで､良いモデムを探し古いを

最中だそうだC


